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研究成果の概要（和文）： 

本研究計画は、アフリカ諸文化が生み出したモノ、すなわち物質文化に改めて焦点を当て、そ
こに埋め込まれた歴史過程を比較研究により洗い出すことで、アフリカについての新たな知見
を提示することをめざした。本研究により、アフリカの諸文化が外部世界との絶えざる交流の
中で形成されてきたことを跡づけることができ、さらにはその成果を公開シンポジウムや展示
を通じて逐次公開することによって、いわば開かれた大陸としての「新たなアフリカ像」を実
践的に提示することができた。 

 

研究成果の概要（英文）： 

The project aimed at presenting new perspectives on the formation of African cultures 

through comparative analysis of material culture of the continent.  By carrying out the 

project, we could clarify the fact that African cultures are formed through continuous 

contacts with outside world, and actually presented new aspects of the history of Africa by 

publicizing the result in exhibitions and symposia. 

 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2009 年度 9,200,000 2,760,000 11,960,000 

2010 年度 8,300,000 2,490,000 10,790,000 

2011 年度 8,300,000 2,490,000 10,790,000 

2012 年度 9,400,000 2,820,000 12,220,000 

    

 35,200,000   10,560,000 45,760,000 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：文化人類学、文化人類学・民俗学  

キーワード：文化人類学／国際研究者交流／多国籍／物質文化／アフリカ／文化接触／博物館     

 

１．研究開始当初の背景 

 

従来のアフリカの歴史についての知見は、
サハラ以南のアフリカに固有の文字が存在
しなかったことから、口頭伝承と、ヨーロッ
パ人旅行者やアラブ系の商人ら、外部からみ
た文字情報、それにわずかな考古学的遺物に
基づいて構成されてきた。そこでは、実際に

アフリカ各地に伝えられている物質文化の
研究には副次的な位置づけしか与えられて
こなかった。しかも、これまでにおこなわれ
たアフリカの物質文化研究は、欧米の価値観
に基づく美術史的研究もしくは技術的な研
究にとどまっており、それに基づいてアフリ
カの現在と歴史についての認識そのものを
問い直すという、総合的視点は欠落していた。 
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２．研究の目的 

 

本研究計画では、現在のアフリカに遺存する
具体的なモノ、すなわち物質文化の徹底的な
精査により、そこに埋め込まれた歴史過程を
洗い出すことで、アフリカの在来知・技術と
外来知・技術の絡まり合いを解きほぐし、ア
フリカの内的発展と外世界交渉の関係につ
いて新たな知見を提示することを目的とし
ている。 

 

３．研究の方法 

 

（１） ナイジェリア、カメルーン、エチオ
ピア、ケニア、タンザニア、ザンビア、南ア
フリカ、マダガスカルの８カ国の研究機関・
博物館を現地研究拠点とし、その機関の研究
プロジェクトの一環として共同作業を実施
することで、物質文化とそれをめぐる在来
知・外来知の面的拡がりを互いに確認し、共
有していった。 
 拠点とした研究機関・博物館は以下のとお
りである。 
  ・ナイジェリア大学総合芸術学部 

・バフツ王宮博物館（カメルーン） 

・エチオピア研究所 

・ケニア国立博物館 

・タンザニア国立博物館 

・ザンビア国立博物館機構 

・ウィットウォーターズランド大学美術
館（南アフリカ共和国） 

・アンタナナリヴォ大学美術考古学博物
館（マダガスカル）              

 
（２） 各地域の物質文化については、研究
計画期間前半に実施した現地調査を通じて、
当該地域文化の歴史的展開の指標となる事
象を絞り込み、研究計画後半の期間において
その事象についての集中的な調査を実施す
るというかたちで研究を進めた。指標となっ
たのは、仮面や彫刻、ビーズ（ガラス）、製
鉄、染織から現在の日常雑貨交易品にまで及
んだ。 
 
（３） 合わせて、欧米に残された、アフリ
カとヨーロッパの接触初期、すなわち 15 世
紀から 16 世紀にかけてヨーロッパ人の手で
アフリカにおいて収集され、その後欧米に持
ち帰られた物質文化の所在・資料情報調査も
実施した。それらの物質文化資料と現在のア
フリカにみられる物質文化の比較を通じて、
当時のアフリカとヨーロッパの接触のあり
方が、その年代の特定も含め、具体的に明ら
かとなってきた。 
 

 
４．研究成果 
 
（１） アフリカ文化の歴史的展開を跡づけ
るうえでの指標として取り上げた事象は、仮
面や彫刻、ビーズ（ガラス）、製鉄、染織か
ら現在の日常雑貨交易品にまでおよび、きわ
めて多様であるが、そのいずれからも、アフ
リカの諸文化が外部世界との絶えざる交流
のなかで形成されてきたことを跡づけるこ
とができた。 
 
① 仮面文化については、アフリカ大陸全体
の仮面文化の広がりを把握するとともに、仮
面の造形に、ヨーロッパ人の形象やヨーロッ
パ由来の文化要素が組み込まれる事例をア
フリカ各地で確認し、いわば「異界」の表象
として、仮面が外来の文化要素をいち早く取
り入れるメカニズムをもっていることを確
認した。 
 
② ビーズについては、国立民族学所蔵資料
と、アフリカ各地での現地調査により、アフ
リカ西海岸に関して、地中海産のサンゴやヨ
ーロッパ製ガラスビーズが、初期にはサハラ
越えの交易、15世紀以降はヨーロッパ人によ
る沿岸交易を通じてアフリカに大量に供給
され、それが再生ビーズとして繰り返し使わ
れていく過程を明らかにした。一方、東海岸
については、初期には、インド洋交易、そし
て 19 世紀以降はヨーロッパ人との接触のな
かでビーズ文化が普及していく過程を再構
成できた。アフリカのビーズ文化は、アフリ
カと外部世界の交流の軌跡を映し出してい
ることが明らかになった。 
 
③ 製鉄については、アフリカ各地で製鉄遺
構の存在を確認し、バントゥ系諸民族の拡大
の経路に合わせた製鉄技術の広がりについ
て、一定の見通しを得ることができた。 
 
④ 染織については、エジプト、エチオピア
での現地調査の成果と西アフリカでの研究
成果との比較から、アフリカにおける「編み」
から「織り」への展開についての見通しを得
るにいたった。 
 
⑤ 物質文化の現代的展開についても、
UNESCO の世界遺産指定の有形・無形の文化遺
産への影響を各地で評価するとともに、伝統
的物質文化のトゥーリスト・アートへの展開
（マダガスカル、ザンビア、ケニア、カメル
ーン、マリ）、世界のアート・シーンへの進
出（ナイジェリア、ガーナ）、輸入日用雑貨
品との置き換わりとその移動（タンザニア、
マラウイ）、内戦後の平和構築への応用（モ
ザンビーク）など、多様な動きについて、そ



 

れぞれの実態と課題の把握を進めた。 
（２） 本計画の特徴のひとつは、調査の進
展に伴う研究成果を、シンポジウムと展示と
いうかたちで、極めて迅速に公開したという
点にある。 
 
① 2009年 7月から 9 月まで、MOA 美術館で
開催された特別展「アフリカの美―ピカソ、
モディリアーニたちを魅了した造形」（特別
協力・国立民族学博物館）において、仮面、
木彫、染織に関する本研究活動の成果の一部
をいちはやく組み込み、公開した。  
 
② 2010 年 9 月から 11 月にかけて、研究分
担者の川口幸也の担当で、国立民族学博物館
（民博）において、「彫刻家エル・アナツイ
のアフリカ―アートと文化をめぐる旅」を開
催し、上記の、在来の生活文化を背景に展開
する現代美術の様相を、エル・アナツイとい
う、現代アフリカ美術界を代表する作家の活
動の中に紹介した。この展示は、その後、神
奈川県立近代美術館、埼玉県立近代美術館、
鶴岡アートフォーラムへも巡回している。 
 
③ 2012年 2月には、国際シンポジウム「ア
フリカを展示する―ミュージアムにおける
文化の表象・再考」を国立民族学博物館にて
開催し、海外共同研究者を日本に招聘して、
アフリカ各地の物質文化の歴史的・現代的展
開について研究を集約するとともに、それを
うけた日本におけるアフリカ文化の表象の
ありかたを検討した。 
 
④ 2013年 5月に、民博で日本アフリカ学会
第 49 回学術大会を開催するのに合わせ、民
博機関研究と本研究計画の共同事業として、
国際シンポジウム「アートと博物館は社会の
再生に貢献しうるか？」を開催した。これは、
内戦後のモザンビークにおいて進められて
いる、民間に残された武器を回収し、その武
器でアートの作品を制作し、平和構築を進め
るというＴＡＥ（Transformação de Armas em 
Enxadas ／ Transforming Arms into 
Plowshares）「銃を鍬に」の活動に焦点をあ
てたもので、アートや博物館の平和構築に向
けた可能性を検証するものであった。なお、
そこでの議論の成果は、本研究計画の終了後
ではあるが、2013 年 7 月から 11 月まで国立
民族学博物館にて開催する企画展「武器をア
ートに―モザンビークにおける平和構築」で
公開することとしている。 
 
⑤ 2013 年 8 月から 10 月にかけて、本研究
成果の公開の一環として、神奈川県立近代美
術館・葉山にて、「国立民族学博物館コレク
ション ビーズ・イン・アフリカ」（主催・
神奈川県立近代美術館、共催・国立民族学博

物館）を開催し、とくにビーズに焦点をあて
て、アフリカにおける在来のビーズ製作と、
外部世界との交流によって成立したビーズ
文化の多様な姿を明らかにした。 
 
⑥ 2013年 3月から 6 月にかけては、連携研
究者・飯田卓の担当で、国立民族学博物館に
おいて特別展「マダガスカル 霧の森のくら
し」を開催し、マダガスカルの木彫技術の史
的展開についての研究成果を広く公開した。 
 
（３） 以上のように、本研究は、アフリカ
全域を視野におさめる俯瞰的な視覚を維持
しつつ、現地研究拠点の長所を生かして、モ
ノの製作や使用に関する綿密なフィールド
ワークを実施し、アフリカの物質文化とモノ
づくりをめぐる複合的な体系を明らかにす
るとともに、その成果を公開シンポジウムや
展示というかたちで公開することによって、
「物質文化を通じた新たなアフリカ像」を実
践的に提示するものとなった。 
 従来、閉ざされた大陸というイメージの強
かったアフリカであるが、本研究を通じて浮
かび上がってきたのは、アフリカの文化が絶
えざる外部世界との交流するなかで育まれ
てきたものだという点であり、いわば「開か
れたアフリカ」の姿が明らかになった。その
認識をアフリカの内外で広く共有すること
は、個々の地域の文化の再評価を進めるとと
もに、偏狭なナショナリズム形成に結びつく
のではない、より開かれたアイデンティティ
を広く醸成するのに寄与するものと確信し
ている。 
 本研究計画自体は、平成 15 年 3 月をもっ
て終了したが、これらの成果は、今後、出版
事業やアフリカでの展示の活動を通じて、ア
フリカに還元することを予定している 
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